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1．研究の背景

現在，農⼭村地域は地域の担い⼿不⾜を背景に，様々な地域振興が取り組まれている。

「住み継ぎの段階性」

地域同⼠の移住者の取り合いの解決や新たな地域づくりの担い⼿として期待されている
「関係⼈⼝」

［無関⼼ー地域を担う］までの関わりの多様性を⽰す

移住を⽬指すものではなく，段階ごとに地域との交流機会の促進を図るこ
とで，結果として地域の担い⼿の維持増進に繋がると考えられる。

・・・・・

既往研究 2)

⼤分県⽵⽥市を対象として，地域住⺠や旅⾏者が利⽤する施設における交流機会を
誘発する要因が挙げられている。
また，地域おこし協⼒隊員が交流機会の中間⽀援機能を果たすとある。
複数の施設において，多様な⼈々の関わりと交流が確認できていることから，
「住み継ぎの段階性」の各段階の利⽤があると考えられる。

図1住み継ぎの段階性概念図 1)
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2．研究の⽬的

これらの施設は関係⼈⼝と地域住⺠など多様な⼈々との
交流機会の創出に繋がっていると考えられる。

⼤分県⽵⽥市は
2015年から2018年までの「地域おこし協⼒隊」員数が,全国の市町村の中で最も多い。
2017年以降,交流機能を有する施設開設が相次いでいる。

農⼭村地域の住み継ぎの各段階における交流施設の整備に関する有益な知⾒

⽬的
①交流施設が住み継ぎの段階性におけるどの段階の利⽤がみられたか考察①
②
③
②施設開設時の協⼒関係構築の実態
③住み継ぎの各段階の利⽤がみられた施設の建築特徴

3．住み継ぎの段階性における，利⽤がみられた主な段階

運営者へのヒアリングによって確認した主な利⽤者属性を基に，
交流施設が住み継ぎの段階性におけるどの段階の利⽤がみられたか考察



4. 各住み継ぎの段階性における施設特徴

⽴地 施設開設時の連携体制 各施設平⾯図⽴⾯図

商店が並ぶ道路，また道路沿線建築の40％以上が飲⾷店である道路
歴史観光施設や公共施設が⽴地する道路
①②を除く，県道⼜はバス路線となっている道路
①②③以外の道路

施設１

施設２

施設３

施設４ 施設５
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4. 各住み継ぎの段階性における施設特徴

施設開設時の連携体制 各施設平⾯図⽴⾯図
施設１ 施設２

施設３ 施設４ 施設５

⽴地



5. 住み継ぎの段階性における「全体の利⽤がみられた」施設の特徴
施設2 施設4⽴地

施設２

施設４

・地域中⼼道路沿いに⽴地しており
地域間連絡道路にも近い

住み継ぎの段階性全体の利⽤
がみられた施設



施設開設時の連携体制

5. 住み継ぎの段階性における「全体の利⽤がみられた」施設の特徴
施設2 施設4

・地域中⼼道路沿いに⽴地しており
地域間連絡道路にも近い

住み継ぎの段階性全体の利⽤
がみられた施設

・施設開設の準備段階から周辺住⺠
や移住者など多様な関係構築が確
認できた
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・地域中⼼道路沿いに⽴地しており
地域間連絡道路にも近い

住み継ぎの段階性全体の利⽤
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施設2

施設4 ・飲⾷機能を有し，カウンターによ
り運営者と交流しやすい空間が確
認できた
また，宿泊機能が併設されている

・１階⽴⾯がガラス張りで
通りから内部の様⼦が⾒やすい

交流空間 宿泊機能

・施設開設の準備段階から周辺住⺠
や移住者など多様な関係構築が確
認できた



6. 住み継ぎの段階性における「⼀部の段階の利⽤がみられた」施設の特徴
施設1 施設3 施設5

住み継ぎの段階性⼀部段階の利⽤
がみられた施設

施設５

施設１

施設３

⽴地

・地域中⼼道路沿いに⽴地している
→施設５は離れた⽴地している



施設開設時の連携体制

6. 住み継ぎの段階性における「⼀部の段階の利⽤がみられた」施設の特徴
施設1 施設3 施設5

住み継ぎの段階性⼀部段階の利⽤
がみられた施設

・地域中⼼道路沿いに⽴地している
→施設５は離れた⽴地している

・改修協⼒者は数名程度であった



各施設平⾯図⽴⾯図

施設１

施設３

施設５

6. 住み継ぎの段階性における「⼀部の段階の利⽤がみられた」施設の特徴
施設1 施設3 施設5

住み継ぎの段階性⼀部段階の利⽤
がみられた施設

交流空間

・地域中⼼道路沿いに⽴地している
→施設５は離れた⽴地している

・改修協⼒者は数名程度であった

・施設５
内部の様⼦が⾒やすいが，地域中⼼道路か
ら離れた場所に⽴地していた

・通りから内部の様⼦が⾒やすい
→施設１施設３は内部が確認できない

・施設３，施設５
⼀つの空間を多様な機能で利⽤されて
おり，交流空間となっている

・施設１，施設３
内部の様⼦が確認できないが，地域中⼼道
路沿いに⽴地していた



交流施設が住み継ぎの段階性におけるどの段階の利⽤がみられたか考察

7．総括

各住み継ぎの段階性における特徴

全体の利⽤がみられた施設
地域中⼼道路・地域間連絡道路の近くに⽴地し，改修時に多様な関係構築があり
運営者と交流しやすい飲⾷機能と宿泊機能があった。
各段階の利⽤がみられた施設
地域中⼼道路沿いに⽴地し，改修協⼒は重視されておらず，
内部の様⼦が確認しやすくなっていた。
しかし地域中⼼道路から遠い，内部の様⼦が確認しづらいなどの問題点があった。

⽵⽥市には旅⾏者から定住者まで様々な交流施設が⽤意されているといえ，
地域の担い⼿の維持増進に⼤きな役割を担っている。


